
妙法寺で恒例の「夏休み寺子屋」は両日とも44人が夏休みの宿題を持って
参加しました。６年生は「解らないところを友達に聞けるのがいい」「家でや
るよりも、宿題がはかどる」「友だちとどこまで進んだか話しあえるので安心
する」と寺子屋のよさを実感しているようです。楽しみはスタッフ手作りの
昼食。1日目ジャージャー麺、2日目冷しゃぶうどん。おかわり続出でした。

東京に新しく中高校生版のキワニス組織「N.K考学舎キーク
ラブ」が誕生し、7月29日に認証状授与式が開かれました。
考学舎は都内2か所に教室を持つ、フリースクールと学習塾
の中間的な私塾で、小1～浪人生が「自立できる大人」をめざして学んでいます。キーク
ラブには、中3～高3の12名が参加し、ボランティア活動などに取り組んでいます。認証
式も生徒が自主的に考えて運営し、中高校生世代のキワニス活動に相応しい船出とな
りました。

「考学舎N.K.キークラブ」誕生

夏の「子ども食堂」は春と同じ杉並の東京立正
中学・高校で開催。小中学生、未就学児、保護者

あわせて１３７名が集まりました。学士
会館精養軒の前料理長大坂さんもか
けつけ、子どもたちはカレーライスなど
をおいしく食べました。遊びコーナー会
場では、読み聞かせ、缶バッジ、手作り
うちわ、おり紙、バルーンアートなどを
楽しみました。キワニス関係の19名を
含め総勢70名のスタッフがボランティ
アとして参加しました。

「夏の子ども食堂」も復活
2023.8.5

宿題はかどる夏休みの寺子屋
2023.7.24～25 秋には花を植える活動も

11月11日の寺子屋では勉強したあと、「花を植
えよう、笑顔の寺子屋」のイベントに参加。プラン
ターに、千日紅などの花を植え、普段やらない土
いじりを楽しみました。

キワニス奨学金
支給人数拡大へ

キワニス奨学金の制度は、公的
奨学金の充実などの環境変化を
考慮して、これまで1人40万円
だった年間支給額を、20万円に
減額する代わりに、同時に支給
できる人数を従来の最大4人か
ら、段階的に最大8人まで広げ
ることにしました。
2024年4月からは5人に支給し
ます。3月に奨学生2人が卒業、
新たに大学や専門学校に進学す
る3人が支給対象に加わります。
募集対象となっている8か所の
施設ごとに窓口となる会員を決
めて、施設側との連携を深め、奨
学生とそれぞれに合った方法で
寄り添い、サポートする体制を
確立しつつあります。



キワニスドールを製作する「つくる会」は、コロナ渦
の影響で開催頻度が大きく落ち込んでいましたが、今
年度（2022年10月～）に入って回復傾向を示し、コロナ
前の2018～2019年度の水準、年間1500体（月間120
体強）に戻りつつあります。
企業内で初めてドールづくりに取り組む事例も目につ

きます。海運業のオーシャンネットワークエクスプレスジャ
パン（株）では、社会貢献、ボランティア活動の一環として
男女25名の社員が初めてのドールづくりに挑戦、病院で
子ども達がドールを使う姿を想像し、楽しみながら綿詰
め作業を進めました。（写真） 手縫いの脇綴じは、女性で
も経験者が少ないため、みんな苦労していました。
三菱UFJ銀行は企画部の男女19名が社員食堂に集

合し、親睦も兼ねて4人1組のグループに分かれてドール
づくり。所要時間は個人差があり、15分前に出来た人、
居残りで完成させた人などまちまちでした。
一方、ドールを活用する病院も広がりをみせ、東京都
立小児医療センターや日本医大武蔵小杉病院など、新
規の寄贈先も増えました。

キワニスドール、「つくる会」
　　　　　　コロナ前の水準まで回復

　妙法寺で月2回程度開催している寺子屋は、すでに130回を超え、キワニスにとっ
ては最も開催頻度の多いボランティアの機会となっています。
　近隣の小学生が自主的に参加、午前中は持ってきた宿題やドリルなどにそれぞれ

取り組みます。勉強が終わった子ども達は本を読んだり、ゲームをしたり、中にはキワニ
スのスタッフとけん玉に興じる姿もみられます。
　毎年、年の初めの寺子屋は、みんなで「書初め」に挑戦するのが恒例です。2023年1月
6日（金）には、いつもより多い50名の子ども達が参加し、高学年は毛筆、低学年は硬筆
で書初めをしました。「筆の持ち方、書く時の姿勢」な
ど基本的なことから始まり、「名前の書き方、書き初め
の言葉の書き方」まで講師の巧みな指導に子ども達
は真剣に取り組みました。
　今回は海外で開催された「国際キワニス3地区合
同新年ミーティング」とオンラインで結び、寺子屋で
の書初めの模様を紹介、続いてキワニス会員の奥様
が「大吉大利」と大書する様子を披露しました。
書き初めの後に恒例の美味しいお雑煮を食べ、帰

りに支援いただいたお菓子を受けとり大喜び。子ども
達が喜ぶ姿を見ると心が和みます。

　この半年ほどで新しく寺子屋で始まっ
たのは、「本読み聴いてね」（いわゆる読
み聞かせ）の時間。キワニス会員の奥様
らが、子ども達に絵本を読んであげたり、
紙芝居をしてあげます。
　例えば立春の2月4日(土)には、「なぜ、
せつぶんに豆をまくの？」という紙芝居
をしたところ、低学年の子ども達は興味
津々で聞き入りました。
　東日本大震災からちょうど12年目の
3月11日（土）は、「いなむらの火」という紙芝居。丘の上の大事な刈り取った稲に火をつけて皆を丘の上に集め、津波から救っ
た話で、子ども達全員が車座になって聞きました。
　毎回、本を読んでくれている会員の奥様は子どもたちの様子について「毎回10人前後の子ども達が集まってくれますが、み
んな目を輝かせて聞いてくれます。大きくなって夢を膨らませて、想像力豊かな大人になってほしい」と話しています。

毎回、元気に
集まる子どもたち

寺子屋
in 妙法寺

正月は恒例の書初め

本読み・紙芝居に人気



　５月から寺子屋に参加する子ども達の誕生会を開始しま
した。昼食の前に「ハッピーバースデーの音楽」で始まります。
原則は月１回だが、子ども達の参加具合で複数回の月も。誕
生会が出来なかった月は、翌月にまとめてお祝いします。最近
は「誕生会での写真付きバースデーカード」が用意され、子ど
も達は自慢げに皆に見
せています。
　祝ってもらった子ど
もの嬉しそうな顔を見
て、お祝いする側も嬉
しくなる。喜びを共有
することにより、利他
的な気持ちを養ってい
くことができます。

　毎年恒例、「夏休みの寺子屋」は、普段と違って平日に開
催。初日は快晴、2日目は強い雨でしたが、両日ともに６０
人ほどの子ども達が参加しました。コロナ禍を考慮して、密
にならないよう、いつもの会場とは別に２部屋を用意、分か
れて宿題に取り組みました。
　漢字ドリルや計算ドリルなど学校の宿題、塾の宿題、読
書感想文を書くための本を持参する子もいます。夏休み
に入ってすぐに宿題に取り掛かるきっかけになるというこ
とで、保護者の期待も大きい催しです。仲良しの話し声が
消えて、みんな集中します。進捗は集中度合いに比例、「大
体終ったよ」「まだまだ残っている」と違いはあるが、勉強す
る習慣をつけるには効果があるようです。持参した勉強が
終ると塗り絵、折り紙と、急に賑やかになります。
　初日の昼食は「冷しゃぶうどん」。トッピングは豚肉、たま
ご、天かす、薬味。子ども達は何回もお代わり。食後はお寺
の庭の休憩所で「かき氷」。夏空の下で、みな大喜びでした。

　2日目の昼食は「冷し中華とポテト」。トッピングはキュウ
リ、ハム、たまご、トマト。食後は「ソフトクリーム券」を貰っ
て近くのお店で受け取りました。　
　両日とも近隣の立正高校の生徒が引率の先生とともに
ボランティアの勉強として参加しました。また小学生時代
は寺子屋の常連だった中1の女子が今回は「お手伝い」と
してやって来ました。「寺子屋は懐かしいが、中学校も楽し
い」そうです。
　寺子屋は近隣
のＮＰＯとの共
催。集まったスタ
ッフはのべ２３
名、東京キワニ
スからは初日に
７名、２日目は４
名の会員が参加
しました。

  夏休みの寺子屋   2022.7.25～26
別室を2部屋用意、密を避け宿題に集中

毎月、誕生日の友だちをお祝い
　昼食は子ども達の楽しみの１つ。毎回NPOの女性スタッフが
交替でメニューを考え、自宅で下ごしらえをして妙法寺に持参、
会場で11時ごろから料理を仕上げます。盛り付けはキワニス会
員を含め男性スタッフも手伝って準
備します。
　食事のメニューは、バリエーショ
ンが豊富で、ボリュームのあるもの
が多い。サラダも定番です。最近は準
備した分が完食という日が目立ちま
す。食後のスイーツは子どもが大好
きです。共催のNPOのスタッフが別
のイベントと重なって来られない時
は、キワニス会員のがんばりが必要。
最近は料理姿も様になっています。

メニューを工夫  子どもたちに人気

青少年教育賞　国際協力NGO「風の会」
第37回青少年教育賞の最優秀賞は、カンボジア、ラオスの
子ども達の支援に当たっている「国際協力NGO風の会」に贈られまし
た。早稲田大学を中心に他大学の学生も参加、学校建設、校舎改築な
どハード面に加え、衛生セミナーなどソフト面の支援もしています。今
夏もコロナ禍の中で両国を訪問したほ
か、オンラインを活用して日本の子供た
ちとの交流事業も進めて来ました。ラオ
スの布生産者を支援するため、その布を
使って日本国内で作品コンテストも開催
しました。　 （青少年教育委員会）

第56回社会公益賞は、任意団体「おもちゃと絵本の部
屋　おおきなき」に最優秀賞が贈られました。この団体
は、障害のある子ども、ない子どもが一緒に活動できる

スペースを週一回提供、
肢体不自由な児童が自
力で操作できる玩具の
提供、絵本の貸し出しも
行っています。

（社会公益委員会）

2022.10.21.

社会公益賞
「おもちゃと絵本の部屋 おおきなき」

寺子屋
in 妙法寺

 コロナ渦が始まって３年目になるが、妙法寺（杉並区堀ノ内）での「寺子屋」は、土曜日に近隣の子ども
たちが集まり、密を避けながら勉強に励む姿が定着しています。夏休みの平日に開催する寺子屋は特に
参加者が多く、今年も盛況でした。普段の寺子屋も、毎月、誕生日のお祝いを始めたり、ランチのメニュ
ーを工夫したりするなど、どんどん進化し、子どもたちの笑顔が広がっています。　　（事業企画委員会）

授賞式



　1年で最初の寺子屋は恒例の「書き初め」。お正月のイベントとして２０
１８年から毎年、続けています。今年（２０２２年）は１月７日に開催しま
した。
　前日の降雪の影響で子ども達が来られるか心配しましたが、９時前か
ら次々に到着し一安心。高学年（16人）は大広間で大きな半紙に「毛筆」
で、低学年（16人）は机に向かって「硬筆」で、それぞれ習字をしました。今
回もキワニス会員のご家族、友人が習字の指導に当たりました。
　子ども達から「こんなに一生懸命文字を書いたことは初めて。」「上手く
なっていることが実感できた。」「作品の中でどれが一番良いか家族に決
めてもらう。」と満足そうなコメントがありました。
　書き初めが終わった子どもから、美味しいお雑煮を食べ、お正月気分
に。帰りにはキワニス会員の紹介で株式会社不二家様からご提供いただ
いたミルキー、カントリーマームなどお菓子がたくさん入ったバッグをお
年玉代わりに受け取り大喜び。今年も楽しい書き初めとなりました。

　3月は卒業・進級の季節。そこで初めて「卒業・進級お祝い会」を催し
ました。最初の1時間は、子ども達は勉強に集中、ボランティアのスタッ
フは食事の用意。壁には子ども達、スタッフ等関係者からのお祝いのメ
ッセージが。
　食事の前には小学校を卒業し、私立中学に進学が決まった2人の6
年生女子がみんなの前で挨拶、そのしっかりとした話し方に大人も感
心しました。2人からは「中学生の寺子屋をつくって欲しい」とのリクエ
スト。5年生以下の子ども達からは上級生ともっと仲良くなりたかった
との話も聞こえた。
　食事のメニューは盛り沢山。多すぎたかなと心配したが概ね完食で、
フードロスは発生せず。
　「記念のケーキ」に卒業する子ども達が「卒業・進級」の文字をデコレ
ーション。チョコレートの出が悪くて難しい作業となり、中学校の入試より難しかったとの感想。子ども達は食後にお土産をも
らい、帰っていった。
　この催しを通じて、学年を超えた子ども達の間の結びつきの大切さを再認識。今後の寺子屋での「居場所作り・子ども達の間
のネットワーク作り」に生かしていきたいと強く感じました。　 　（事業企画委員会）

春は6年生の卒業・進級、みんなでお祝い
2022.3.26.

　2021年の12月4日(土)で「寺子屋in妙法寺」は100回を
迎えました。当日は子ども達がケーキに100回記念のデコ
レーションをしたりして、スタッフと一緒にお祝いしました。
参加した33人の子ども達はお菓子などたくさんのお土産を

受け取り、大喜びでした。
　2017年12月に最初の寺子屋
が開催されて4年間、毎月2回程
度の頻度で実施してきました。
　会場を提供して下さっている杉
並・堀之内の妙法寺、子どもに人
気の料理やケーキなどをいつも
作ってくれるNPO法人すぎなみ
子どもサポートのボランティアの
方々、そして受付や後片付けにも
力を出す東京キワニスクラブの会
員、みんなの協力で続けることが
できています。

　子ども達の未来が少しでも明るくなるよう、200回に向かって寺子屋を続けていきたいです。

おかげさまで「第100回」
2021.12.4.寺子屋

in 妙法寺

お正月は恒例の書初め
2022.1.7.



親子で一緒にドールづくり／先に旅立つ独身の成人、自分の分身を親に遺す
・国立病院機構四国がんセンター心理支援室の井上実穂さん　「成人のがん患者さんが専門だが、お母さんが入院中に子ども
が寂しくないように、親子で一緒にドールを作って不安を和らげるのに役立てています。独身で30～40代の患者さんが親を残
して旅立たれるときに、自分の分身として人形をつくって置いておくこともあります」
・エドワーズライフサイエンスでドールづくりのリーダーをつとめる藤原ベティさん　「今回は寄贈先でどう活用されているか
がたくさん聞けて、参考になりました。コロナの影響でドールづくりの活動は中断していますが、早く再開したいです」
・東京医療秘書福祉専門学校の成田幸恵さん　「障害児保育、病児保育をめざす学生と授業の中でドールづくりをしています。
たくさんの方からドールの必要性、重要性を教えていただきました」
・国際医療福祉大学の医学生・山田真萌さん　「小児病棟で学習支援や遊び相手のボランティア活動をしているサークルに参
加しています。ドール活用の広がりに驚きました。今回学んだことを私たちの活動にも生かしていきたい」
・終了後のアンケートでは、参加者の73％が「ドールをもっと広めたい」と回答。
「ドールの使われ方が多岐にわたることにびっくりし、感動した」「コロナ渦でもドール
が必要とされていることが実感できた」「各種専門職との連携がドール拡大の可能性
を感じさせてくれ
た」「改めてドール
づくりをしてみたい
と思った」といった
感想が目につきま
した。

ドールフェスティバル　「こんな使い方も」　現場報告に参加者感動

　大学・高校や企業での「ドールをつくる会」では、あらかじめミシンで縫
い上げた布製のドールに綿を詰め、脇を手縫いで閉じる作業をします。型
紙に合わせてミシンで白い布をドールの形に縫う事前準備工程を長年に

わたり、一手に請け負ってきたのが、女性ボランティアグループ「ナーレの会」と大島秀子さん（個人）。ドールフェスティバルの冒
頭、中井会長から表彰を受けました。ナーレの会を代表して田上美智代さんは「学校でのドールづくりの授業のお手伝いもさせ
ていただき、ドールづくりの活動に貢献できたことをうれしく思う」と感謝を述べました。

6歳男児がドールに描いた
鬼滅の刃の煉獄さん
（亀田総合病院提供）

ドールづくりを続けている田園調布
学園の高校生も参加した

ミシン掛け「ナーレの会」を表彰

フィリピンで子ども支援の学生団体に
青少年教育賞　　表彰式　2021.9.17

社会公益賞は手話のNPO法人に
　　　　　　　贈呈式　2021.9.24

　第36回青少年
教育賞の最優秀
賞は、フィリピン
のスラム街の子ど
もたちの健全な
育成を支援して
いる青山学院大
学の「fanxfun学
生ボランティア愛
好会」に贈られました。コロナ禍の中での新たな取り組みとし
て、国内の子どもたちを相手にオンラインでフィリピンでの経
験を生かした教育支援活動を始めた点が評価されました。こ
れに次ぐ優秀賞には明治学院大学の「JUNKO Association」
が選ばれました。ベトナムとミャンマーで学校の支援活動に取
り組んでいます。表彰式では両団体の代表に対し、中井会長か
ら表彰状と副賞が贈られました。 　　   （青少年教育委員会）

　第55回キワニス
社会公益賞は手話
を使って耳の聞こえ
ない子どもとその
家族を支援してい
る「NPO法人しゅ
わえもん」に贈られ
ました。自然体験を
通じて子どもたちが学べる機会の提供や、手話による絵本の
読み聞かせ（しゅわよみカフェ）、オンラインで耳の聞こえな
い子どもが楽しめる番組提供（しゅわえもんナイト）など、幅
広い活動に地道に取り組んでいます。
　代表やスタッフも聴覚障がい者のため、贈呈式での活動紹
介も手話を使い、それを手話通訳者が声に出して説明すると
いうやり方で、参加したキワニス会員にとっても初めての経験
でした。　　　　　　　　　　　　　　  （社会公益委員会）

　子どもたちの一番の楽しみは、みんなで一緒に
食べるランチ。つくるのは地元NPOメンバーであ
るお母さんたち。初日は「豚しゃぶうどん」、2日目
は「焼きそば」にたこ焼き、トウモロコシなどを添
えたメニューでした。コロナの影響もあってお寺の
厨房での煮炊きを避け、自宅で下ごしらえをした

料理を持ち込み、
会場のホットプレ
ートなどで仕上げ
ています。食後に
は子どもたちの大
好きなかき氷を今
年も用意。お土産
代わりに近所のカ
フェのソフトクリ
ーム無料券も配ら
れました。

　この寺子屋は、ひとり親や共稼ぎの親の子どもたちが一緒に
勉強し、食事をする「居場所」として2017年12月にスタート。
いまは東京キワニスクラブとNPO法人すぎなみ子どもサポー
トが共催、会場の堀之内・妙法寺の全面協力を得て実施してい
ます。
　子ども支援の輪は
地域での広がりをみ
せており、7月の土曜
日の寺子屋には同じ
杉並区内にある私立
東京立正高等学校の
生徒がボランティア
として参加しました。
小学生と年齢も近い
ことから、自然に子ど
ものやる気を引き出す。例えば計算ドリルに取り組む児童の横
に座って、1ページを何分でできるかスマホで時間を測るなど
高校生らしい指導をしてくれます。
　別の日にはお寺の近くに住
み、幼稚園で教えているフラン
ス人女性が寺子屋のことを聞
きつけ、飛び入りボランティア
として参加。日本語も堪能で「
とっても楽しかった」と、その後
も顔を出してくれています。

メニューは
「豚しゃぶうどん」や「焼きそば」など

地域に広がる支援の輪
地元高校生も参加

　子どもたちの「居場所」として普段は土曜日
に東京・杉並で開催している「寺子屋in妙法
寺」を、夏休みは平日に2日間実施しました。
今年はコロナの影響で小学校の夏休みのス
タートが遅かったため、8月開催に。兄弟そろ
って、仲良しの同級生と一緒になど、両日とも
20人近い小学生がそれぞれ夏休みの宿題を
持って集まりました。
　漢字や計算ドリルに取り組んだり、感想文
を書く読書をしたり。中には遠くに転校してい
った友だちに暑中見舞いのはがきを書く生徒も。
　一昨年までは工作や紙飛行機やゲームなど遊びの時間もあった
が、昨年はコロナで寺子屋そのものが中止に。今年は万全の感染対
策をとって勉強に集中する形となりました。　　 （事業企画委員会）

夏の

寺子屋
in妙法寺

夏休みの宿題を
       スタートダッシュでがんばろう！

参加費
無料

飲み物
昼食つき

8 月 2 日(月)
3 日(火)

10:00~

HP

mail

共催 ： NPO 法人 すぎなみ子どもサポート ・ 一般社団法人 東京キワニスクラブ / 協賛 ： 堀之内妙法寺

対象　小学生

内容　宿題・ドリル・読書など自由

場所　堀之内「妙法寺」

夏休みの宿題や自分でやりたい
学習材料を持ってきてください

お申し込み方法

電話でお申し込みの方

下記メールアドレスまでメールをお送りください。
お子様の氏名・学年などをお知らせください。

受付時間 9時～16 時  03-3313-6241 妙法寺 望月・早坂まで

suginami_kosapo@yahoo.co.jp

フィジカルディスタンス確保のため
入室はお子様のみとさせて頂きます。

事前検温をお願い致します。
37.5 度以上の方は参加できません。

当日遅くとも 10:30
までにお越しください。

必ずマスクの着用を
お願い致します

お申し込み締め切り7月30日(金)

2日はかき氷！

3日はソフトクリーム！

夏休み寺子屋

寺子屋
in 妙法寺



　新型コロナウイルスで制約が続く中で、「キワニスドールは、病気の子ども達の不安
を和らげる力があると実感しています」との声が病院関係者から寄せられています。
「病気の子供達が、ドールの表と裏に異なる柄を描いたり、たくさんの色を使ってカ
ラフルに仕上げたり、楽しそうに使っています」、「小児病棟で、ドールに絵を描いて、
お医者さんごっこをしています」、「ドールは幅広い検査・治療に使え、子どもへの説
明する時の視覚的アプローチに最適です」といった活用例が届く。
実習で使っている看護学校からは「ボランティアの手作りということに学生は一様に
びっくりして、毎日大切に使っています」などの感謝の言葉も寄せられています。
　東京キワニスクラブでは、毎年1,000～1,500個を制作し、病院や看護学校などに
寄贈しています。コロナ渦でも寄贈に支障を生じないように、ボランティア活動委員

会のメンバーを中心に計画的
にドール作りに取り組んでい
ます。

病気の子ども「不安和らげる力」実感 キワニスドール

キワニスワンデー 会員でドールづくり
2020.10.16

世界中のキワニスクラブ会員がいっせ
いにボランティア活動に取り組む「キワ
ニスワンデー」。東京クラブは2020年
10月16日の例会終了後に、キワニスド
ール作りとドールのキット作りに取り組
みました。会長経験者数名を含む15名
の会員が参加。キット作りは、①300gの
綿を50gずつに小分けする袋詰め、②
厚紙切りと糊付けによる型紙作り、③ミ
シン掛け後裁断したテキスタイルの表
返し、といった日頃馴染みのない作業に
も関わらず、熱心に取り組むことができ
ました。ドール作りはさすがに手慣れた
方も多く、全体として充実した奉仕活動
となりました。

（ボランティア活動委員会）

◆ つくる会
(株)ジェーシービー
東京家政学院高等学校

◆ 寄贈先
亀田総合病院
東京大学医学部附属病院
朝霞准看護学校
伊那中央病院
聖隷三方原病院
茨城県結城看護専門学校
宮本看護専門学校
秋田大学大学院
慶応義塾大学病院
晃陽看護栄養専門学校
東京慈恵会医科大学
聖路加国際病院
双葉の園保育園

晃陽看護栄養専門学校

障害児支援のＮＰＯ法人に社会公益賞　　　　贈呈式　2020.10.2.　法曹会館障害児支援のＮＰＯ法人に社会公益賞　　　　贈呈式　2020.10.2.　法曹会館

　第５４回キワニス社会公益賞は障害児を支援して
いるＮPO法人2団体に贈られました。
　最優秀賞を受賞した特定非営利活動法人「CLAP」
は、障害児を始め、障害者に対し、ダンスの指導を通
じ、達成感や感動する心を育むとともに、生きる喜び
を与え、社会生活が円滑に行える契機を与え続けて
きています。
　優秀賞を受賞した特定非営利活動法人「サポート
ステーション輪」は、保育園、幼稚園の未就学児童を
対象に、障害児と健常児を統合的に保育することによ
り、両者を自然に触れ合わせる活動を続けています。

（社会公益委員会）

　妙法寺での寺子屋は1月３回、２月３回、３月は２回を実施し
ました。毎回２０名程度の子ども達が参加し、NPO法人杉並子
どもサポートと東京キワニスクラブを中心に毎回5名程度のス
タッフで運営しています。コロナ対策として、メール、電話による
事前予約、家庭での事前の検温、マスクの着用、開始時間を1

時間遅らせ10時から実施、勉強机の消毒と段ボール板
による飛沫防止、受付時の手指消毒と検温を徹底してい
ます。
　子ども達は「密」にならないように注意しながら宿題、
ドリル、その他の課題を持参して自主的に勉強。課題が
終わるとお絵描き、剣玉、あや取りなどが始まります。子
ども達はコロナに関係なく楽しんでいるが、この時間帯
は密にならないようにするのはなかなか難しい。昼食は
従来、キッチンで調理して提供していたが、コロナ対策
として料理なしに提供できるよう、お弁当、レトルト、お
惣菜、カップみそ汁／スープなどを活用していますが、メ
ニューのバリエーションが少ないのが悩みの種です。

（事業企画委員会）

「密」を避けて
自主勉強

お正月は書初めに挑戦
2021.1.5

　年初の「寺子屋」は恒例の「書初めの会」を
開催しました。
　参加児童は小学校1－2年生9人（硬筆）、
3－6年生22人（毛筆）の31人でした。コロナ
対応として４８畳と８０畳の大きな2部屋を
使い、距離を空けて、安全に取り組みました。
　恒例の雑煮などの昼食は取りやめ、弁当と
お菓子等を持ち帰りました。
　この他子ども達には、門前のCaféのソフト
クリーム券と地元の方が作った柚子のジャム
が配られました。

寺子屋
in 妙法寺



医療現場へ感謝
④ 小児科病棟の看護師さんにQUOカード贈る
医療現場へ感謝
④ 小児科病棟の看護師さんにQUOカード贈る

ドールあしらったオリジナルカード

　「コロナとの闘いで一番大変なのは病院」「なんとか医
療従事者を支えたい」という会員の思いと、「キワニスの
基本は子ども支援」という原則の両方をにらんでクラブ
が出した答えは、「入院中の子どもたちを支えてくれてい
る小児科病棟の看護師さんに対する感謝」でした。
　病院に現金を寄付して、使い道は病院に任せる方法も
あるが、看護師さん一人一人に感謝の気持ちが伝わる形
にしたいと考え、見舞金の代わりに「ＱＵＯカード」を贈
ることにしました。

　「ありがとう、看護師さん」のメッセージと、キワニスドールのシルエットを描いたオリジナルカードを制作、贈り先はこれまで
キワニスドールを使っていただいた病院の小児科病棟としました。１か所につき5万円だが、額面1,000円のカードを50枚ずつ
贈ることで、看護師さん一人一人の手にわたるよう工夫しました。

亀田総合病院

伊那中央病院

QUOカード寄贈先
･ 伊那中央病院
･ 癌研有明病院
･ 亀田総合病院
･ 群馬大学医学部附属病院
･ 国立がん研究センター中央病院
･ 国立がん研究センター東病院
･ 国立成育医療研究センター
･ 信州大学医学部附属病院
･ 聖隷三方原病院
･ 聖路加国際病院
･ 千葉県こども病院
･ 千葉大学医学部附属病院
･ 東京医科歯科大学病院
･ 東京新宿メディカルセンター
･ 東京大学医学部附属病院
･ 東邦大学医療センター大森病院　など
一部支援先には現金支給

キワニス奨学金 大学生ら3人卒業
4月からは専門学校生3人に支給
キワニス奨学金 大学生ら3人卒業
4月からは専門学校生3人に支給
　4年前にスタートした「キワニス奨学金」は、児童
養護施設を巣立って大学や専門学校に進学する
学生を対象に、生活費を支援する制度で、3ヵ月に
10万円、1年に40万円を支給しています。 
　今年3月には大学生と、2人の専門学校生が同
時に卒業し、社会人となりました。4月からは専門
学校2年生（継続）に、専門学校1年生2人が加わり
ました。新型コロナの影響で、なかなか通常の学び
が出来ない中で、それぞれ懸命に頑張っています。 
 この奨学金制度は、会員からの寄付に加え、チャ
リティコンサートを開催して、一般の方（会員外）か
らの寄付もお受けしています。 

　4年間にわたるご支援のお陰で無事、大
学を卒業し、児童養護施設の職員になると
いう長年の夢をかなえることができました。
本当に感謝の気持ちでいっぱいです。自分
の将来について葛藤もあったし、人間関係
に悩み、大学を辞めたいと考える時期もあ
りましたが、支えられていることに感謝し、
気合を入れ直してきました。キワニスの皆さ
まが繋いでくれたこの夢を本当の意味でか
なえられるように、日々精進してまいります。 

奨学生第1号、
松野花歩さんのメッセージ（抜粋） 

　支援事業の第一弾は、大学生や専門学校生の生活を支
援するため、緊急に一時金を支給するプロジェクトでした。
　アルバイトができなくなったり、保護者の収入がなくなっ
たりして、急に生活が苦しくなり、退学も検討せざるを得な
い――これは一刻もはやく手を打つ必要があると考え、1
人に10万円、対象は10人と決め、支援先探しを始めましま
した。
　まず、キワニス奨学生や、奨学金を申し込んだことのある
児童養護施設に声をかけ、子ども食堂や寺子屋などで接点
のあるＮＰＯやお寺にも推薦をお願いしました。さらにキワ
ニスドールをつくる会を開いたことのある看護学校に対し
ても学生の紹介をお願いしました。
　この結果、アジア出身の学生2人を含む10人に支給が決
まりました。

① 生活支援一時金、大学・専門学校生 10 人に 10 万円ずつ

　全国の小、中、高校が3月2日から一斉に臨時休校となると、東
京都内でもオンライン学習がにわかに課題となりました。1人1
台の体制が整っているのは一部の私立学校くらいで、児童養護
施設ではパソコンがそろっていません。そこで、オンライン学習に
使えるパソコン寄贈のプロジェクトを立ち上げました。
　2月のチャリティコンサートにも参加された日本システムケア（
株）の家近茂社長からリユースパソコン無償提供のお話をいた
だき、共同事業として進めました。国際組織のキワニス子ども基
金（ＫＣＦ）からの助成金も得て、6か所の支援先を選び、搭載す
るＯＳやソフトについての希望や、ＷiFiなど通信環境も確認、７
月に入って合計51台のパソコンが次々に届けられました。 
 支援先のひとつ、児童養護施設の若草寮（渋谷区）は「オンライ
ン学習ももちろんだが、進学や就職の情報を調べるのにも役立
つ」（加藤雄輔施設長）と期待しています。 

③ 児童養護施設にパソコン寄贈、オンライン学習に対応

　ネパールから来日し、今年大学に合格できましたが、コ
ロナの影響でアルバイトを打ち切られて苦しかったので、
後期の授業料に充てました。ありがとうございます。

（ジーシー・プラサンガさん）

　僕たち施設出身の学生を支援して下さり、ありがとうござ
います。大学の教育学部で小学校の先生になるための勉強
に頑張っています。コロナの影響で対面授業が難しくなって
いますが、意識を変えず、真面目に取り組んでいきます。

（ソベラノ・エイスさん）

児童養護施設出身学生
　青少年福祉センター
　若草寮
　星美ホーム
　希望の家
　おお里
　  (妙法寺の推薦)

豊島子ども
 WAKUWAKU
 ネットワーク支援学生

キワニスドールでお世話
 になっている看護学生
　東京医療学院大学
　東京慈恵会医科大学

若草寮ではさっそくパソコンの利用が始まった。

児童養護施設　
　青少年福祉センター
　若草寮
　希望の家
　窓愛園
　聖友学園
　  (千代田クラブ推薦)

豊島子ども
 WAKUWAKU
 ネットワーク

　東京・杉並区の妙法寺で月に数回、開催してきた「寺子屋」と呼ぶ食
事つきの土曜学習会。近隣の小学生が毎回、楽しみに通って来ていま
したが、新型コロナの影響で中止を余儀なくされました。
　そこで妙法寺、地元のＮＰＯ法人すぎなみ子どもサポートと協力し
て「寺子屋弁当」の配布を始めました。5月16日、23日、30日の3回（い
ずれも土曜日）、これまで寺子屋に参加していた小学生を中心に予約
制でお寺に取りに来てもらいました。キワニス会員が提供したお菓子
や、お寺が用意したジュースもついていて、１食１００円とあって人気
を呼び、３回で延べ３００食近くを配ることができました。

② 寺子屋参加の小学生に「お弁当」配布、延べ300食

杉並･妙法寺で
2020年5/16、5/23、5/30（いずれも土曜日）

ジーシー・プラサンガさんと
WAKUWAKUネットワーク
栗林知絵子理事長



和気あいあい新年祝う 
2020.1.10（金）

和気あいあい新年祝う 
2020.1.10（金）

　１月５日（日）堀之内妙法寺にて書初めを実施。天気にも恵まれ、２２
名の児童が参加し書初めに挑戦。会員やその関係者そして学生ボランテ
ィア計３７名の指導・協力もあり、みんな楽しく書初めを終えました。終了
後はお寺が用意していただいたお雑煮を美味しくいただき、新年の清々
しさを感じながら解散しました。      （事業企画委員会）

　正月恒例の新年互礼会が銀座７丁目サッ
ポロライオンで開催されました。当日は６６
名もの方々が出席し冒頭石井新会長より会
員増強の重要性などを含めご挨拶がありま
した。続いて年男・年女の発表、年男の横山
太蔵様のご発声で乾杯。その後歓談に移り
近況報告や情報交換など大いに盛り上がり
ました。尽きない懇談でしたが中締めとして
中井副会長より最近の中東情勢などのコメ
ントと中締めのご挨拶がありお開きとなりま
した。新春に相応しい和気あいあいとした会
でした。 (事業企画委員会)

　2月に入り、朝方は冷えたが快晴で穏やか
な日で、子供たちの出足も早く９時過ぎには
ほぼ揃っていました。宿題をする児童やパズ

ルに熱中する児童などそれぞれ楽しいひと時を過ごし
ました。お昼のドライカレーは好評でお替わりをする児
童も多く、食後もお友達と遊び足らず残る子供たちも
いました。

寺子屋in妙法寺

令和初、書初めにチャレンジ

明治薬科大学

キワニスドー
ルを作る会

キワニスドー
ルを作る会

病気の子ども達の不安を和らげるため、キワニスドールを制作贈呈しています。
(子ども達に好きな絵を描いてもらい、治療の説明の時などに使用します。)

千葉県立検見川高等学校

　順天堂大学医学部付属順天堂医院の小
児科病棟においてクリスマスコンサートを
開催しました。キワニスドールフェスティバ

ルで連携している株式会社パソナグループと新たな協働分野拡大を目指して企画・提案し、初めて
実現に至ったものです。当日は、パソナグループの夢オーケストラのスタッフがピアノ、フルート、バ
イオリンでクリスマスソングやディズニーソングの演奏を担当、当クラブは110名余の子ども達へ
のクリスマスプレゼントを準備しました。NPO法人難病の子ども支援全国ネットワークのスタッフ
が扮するサンタクロースと、突然の要請でしたが当クラブ雲類鷲会員が扮するトナカイが、演奏を

バックに子ども達にプレゼントを贈って各病室を
巡りました。子ども達は変化の乏しい入院生活の
中で、生演奏の魅力を堪能するとともに、プレゼン
トの受贈やサンタクロースとの記念写真撮影等を心から楽しんでくれました。
　感染症が流行り易い時期ということで、病棟訪問時の手洗い、検温等は当
然ですが、事前準備の段階でも同病院の子ども療養支援士を中心とした病
院スタッフならびにパソナグループと当クラブ事務局とで広範かつ入念な打
合せを実施して万全を期しました。こうした関係者の苦労も子ども達の笑顔
で報われたように思います。　 （ボランティア活動委員会）

子どもの病室にクリスマスソング響く
2019.12.23(月)

10.5 都立荏原看護専門学校
10.19 大妻中野高等学校
10.24 明治薬科大学
10.28 東京こども専門学校
10.30 LIXIL
11.02 慈恵会医科大学看護学科
11.7 東京家政学院高等学校
1.10　1.21 千葉県立検見川高等学校

キワニスドール、
みんなでつくる

入院中の子ども癒す
（寄贈先）

千葉県こども病院
独立行政法人地域医療機能推進機構（JCHO）
　　　　　　　　東京新宿メディカルセンター
秋田大学大学院医学系研究科 
東京共済病院
信州大学医学部附属病院
自治医科大学附属病院
ベルランド総合病院
群馬県立赤城特別支援学校
宮本看護専門学校
双葉の園保育園
秋田大学大学院
和洋女子大学
順天堂大学附属順天医院
聖隷三方原病院
福井県済生会病院
国立がん研究センター
船橋市看護専門学校
癌研有明病院
東京大学医学部附属病院
調布城山保育園
東京女子医大病院



ギャップジャパン

つくる会 6.8 田園調布学園家庭部
6.14 東京医療学院大学
6.15 金平糖
6.28 フランクリン・テンプルトン・

インベストメンツ株式会社
8.20 株式会社三菱UFJ銀行
9.3 9.5
エドワーズライフサイエンス株式会社
9.11　BNPバリバ証券
9.12 ギャップジャパン

寄贈先 群馬パース大学福祉専門学校
茨城県立中央病院
金沢医科大学病院
聖隷三方原病院
文京学院大学
日本大学病院
聖路加国際病院
東京大学医学部附属病院
Hoop Tree　　
荏原看護専門学校
近江八幡市立老蘇小学校
大阪医科大学附属病院
国立特別支援教育総合研究所

キワニスドー
ルを作る会

キワニスドー
ルを作る会

病気の子ども達の不安を和らげるため、キワニスドールを制作贈呈しています。
（子ども達に好きな絵を描いてもらい、治療の説明の時などに使用します。）

株式会社三菱UFJ銀行 フランクリン・テンプルトン・インベストメンツ株式会社

BNPバリバ証券

エドワーズライフサイエンス株式会社

猛暑の中、約３００名もの子ども達・ご家族が参集。「学士会館」大坂料理長の
特製カレー＆特製サラダ、ゼリーに舌鼓。大好評でおかわりもせがまれるほど。
食後は、お隣の茶道会場やイベント会場へ。茶道では日ごろと違った正座した神
妙な子ども達の姿に、お母さんたちも笑顔に。イベント会場では、刀、お花、など
次々と生み出す「バルーンアート」、折り紙で作った金魚をモビールにする「折り

国際的な活動を含め青少年の健全育成に努めた個人または団体に、賞状と副賞賞金を贈呈しています。
＜優秀賞3団体＞　　　　　　　　
・聖心女子大学M.S.S.S.
大学創立以来111年以上も、児童養護施設の子どもたちとの交流、
絵本の点字化、手話への取り組み等を継続し続けている。

・警視庁防犯ボランティア・ピーポーズ
青少年による都下の犯罪防止の為の活動（歌舞伎町清掃活動、パト
ラン等）を続けている。

・Meiji International Friendship Organization
ミャンマーでのフリースクール運営等ミャンマーの子供たちの支援
を現地と 連携して行っている。

過去の受賞団体及びユースフォーラムメンバー8団体も加わった合計１４団体約50名による交流会では、お互いのノウハウの交
換を行いました。東京キワニスクラブは青少年によるボランティア活動を今後とも継続していきます。今回参加できなかったユー
スフォーラムメンバーも来年３月に開催予定のユースフォーラムメンバー交流会に参加下さい。（青少年教育兼Kファミリー委員会）

第35回青少年教育賞授賞式・交流会　2019.9.21 パソナグループ本社第35回青少年教育賞授賞式・交流会　2019.9.21 パソナグループ本社

第53回キワニス社会公益賞 贈呈式　2019.9.13 法曹会館第53回キワニス社会公益賞 贈呈式　2019.9.13 法曹会館

“夏”の「子ども食堂」 in杉並区・妙法寺　2019.8.5“夏”の「子ども食堂」 in杉並区・妙法寺　2019.8.5

今年も、のべ115名もの子ども達が集まりました。勉強のあとは、
「紙飛行機大会」や「そうめん流し」で大はしゃぎ。3日間全て参加
の子ども達には「東京オリンピックのピンバッジ」を進呈。貰った子
は大喜びでした。夏休みの宿題がだいたい終わったという強者も
いて、スタッフはびっくり。（事業企画委員会）

「夏休み宿題スタートダッシュ寺子屋」
 寺子屋 in杉並･妙法寺　2019.7.25,26,27
「夏休み宿題スタートダッシュ寺子屋」
 寺子屋 in杉並･妙法寺　2019.7.25,26,27

子ども食堂スタート！

社会公益のために、長い間献身し続けている団体や個人に、賞状と副賞賞金を贈呈しています。  （社会公益委員会） 　　
最優秀賞　特定非営利活動法人  １０代・２０代の妊娠ＳＯＳ新宿 ― キッズ＆ファミリー
中高生及び20代前半の女性の妊娠に関するあらゆる相談に、毎日・24時間応じて
いる。親や友人、あるいは児童相談所などに助けを求められない、幼い女性たちに
寄り添い、時には病院や役所に同行するなど、優しく手を差し伸べており、あらゆ
る観点で、命を守るということを貫き、献身的な活動を続けている。

優　秀　賞　子どもサポーターズとしま　学習支援会「クローバー」
小中学生を対象に、学習支援や高校受験指導を無償で行っている。学習支援の担
い手には、ボランティアの力をかり、外部からの寄付、区から施設の無償提供も受
けている。その活動は、単に「勉強する場所」を提供するだけでなく、子どもたちに
居場所を提供し、地域における心のつながりを強めることに大きく貢献している。

美味しい笑顔に
暑さも吹っ飛ぶ
美味しい笑顔に
暑さも吹っ飛ぶ

●子ども食堂…「子どもの居場所作り・皆で一緒に食事を」をテーマに、
春夏年２回実施しています。

●寺子屋…子ども達の「居場所」作りとして、ほぼ毎週土曜午前中に
　「寺子屋」を開催しています。



株式会社LIXIL

エドワーズライフサイエンス株式会社

 
10.6 荏原看護専門学校祭
10.16 エドワーズライフサイエンス株式会社
10.20 田園調布学園土曜プログラム
10.27 慈恵会医科大学医学部看護学科学生祭
10.29 株式会社LIXIL
11.1 東京家政学院高等学校
11.12 アストラゼネカ株式会社　
11.13 エドワーズライフサイエンス株式会社
11.17 田園調布学園土曜プログラム 　
11.22 明治薬科大学
11.29 武蔵野女子学院高等学校
12.7 目黒星美学園
12.19 JPモルガン
1.9  1.21 千葉県立検見川高等高校（金平糖）

各地でキワニスドールを作る会が開催され、沢山のキワニスドールが出来上がり
ました。ドールたちはお友達のところに行き、世界でただ一つのお人形になる日を
楽しみにしています。            　　　　                 （ボランティア活動委員会）

キワニスドー
ルを作る会

キワニスドー
ルを作る会

千葉県立検見川高等学校（金平糖）
明治薬科大学

　新年互礼会が銀座ライオンで開催されま
した。当日は70名の参加で、磯田壮一郎会長
のご挨拶、「子どもに夢を」斉唱の後に、今年
の年男四人にご登壇いただくなど、和やかに
全員で新年を祝いました。

（事業企画委員会）

　第84回国際懇話会が、学士会館で行われ、「最近の日米
関係と我が国の通商政策」のテーマで、経済産業省顧問の
柳瀬唯夫氏からお話を伺いました。トランプ政権及び日米
関係への高い関心から38名の多数の参加があり、日米関
係、日中関係、FTA、WTOの動きなどについて深い分析のお
話がありました。

　（国際委員会）

　キワニスとともに活動する大学生サークルを「サーク
ルK（キワニス）と位置付けて支援しています。中でも武蔵
野大学学生団体「Connect」は積極的に活動中で、昨年の
12月23日（日）には武蔵野大学有明キャンパスにある「ロ
ハスカフェ」で子ども食堂を開催しました。当日は9人の子
ども達が参加し、キワニスクラブは当企画の宣伝に協力し
ました。

　2017年12月から始まった「寺子屋in妙法寺」は１年間
を経過し、参加する児童の数も毎回20名程になりました
。
12月1日（土）は寺子屋の後に「津軽三味線と日本の唄」
の会を開催し「寺子屋」参加の子どもたちに加え、地元の
皆様も多数集まりました。第一部は「日本の唄」で、その
後は津軽三味線・日本一の山下靖喬さんが登場。津軽三
味線でジャズやロックやアニメ曲まで演奏し、その迫力に
子ども達も驚いていました。
　また１月４日（金）は「書初め」を開催しました。
参加した児童は１７名。「講師」「スタッフ」は、妙法寺の
方々、ボランティアの学生、地域
のボランティア、大学の先生、
東京キワニスの会員等と様々
で寺子屋としてのネットワー
クが広がっています。
　中には初めて毛筆を体験す
る児童もおりましたが、講師
が丁寧に指導し、書く毎に進
歩して、その上達ぶりに皆で
目を見張りました。また、昼
食は「お雑煮」で食欲旺盛で
何杯もお代わりする児童が沢
山いました。

寺子屋in妙法寺

ロハスde 子ども食堂 2018.12.23（日）ロハスde 子ども食堂 2018.12.23（日）

国際懇話会 2018.11.15（木）国際懇話会 2018.11.15（木）

新年互礼会 2019.1.11（金）新年互礼会 2019.1.11（金）



3

夏休みの寺子屋in妙法寺　2018.7.23-25

　「夏休み寺子屋 in 妙法寺」は学校の夏休みが開始し

た７／２３（月）、２４（火）、２５（水）の３日間に

開催されました。「比較的涼しい午前中に勉強する。」

「夏休みの宿題を早めに片付ける。」という規則正しい

生活リズムで夏休みを過ごすようにとの思いからで

す。

　通常は多くとも２５名ほどの子供達ですが、今回は

連日、６０名を超える児童が参加。当期間は大学では

試験、講義があり、学生ボランティアの方々が参加で

きず、地域の方々、キワニス関係者も平日のため、参

加者が少なく、大忙しの毎日でした。

　子ども達の勉強は夏休みの宿題、通信講座のテキス

ト、市販のドリルと様々。答え合わせを要求する子ど

もも。何人かのお母さんが子どもたちの中に入って面

倒を見ていただきました。熱中症にならないように

十分な水分補給は重要です。子ども達は何種類かの

ジュースを混ぜて楽しんでいました。

　昼食は子ども達の楽しみの一つ。「焼きそば」「そー

めん流し」「バーベキュー」がメインメニューで、人気

の「かき氷」を毎日提供、子ども達は大喜び。

　大変忙しい夏休みの寺子屋でしたが、楽しい夏休み

を過ごして、成長した子ども達に、９／１（土）の寺

子屋で会えることが楽しみです。

（事業企画委員会副委員長　雲類鷲  孝） 



8

　「寺子屋 in 妙法寺」の模様です。２月から５月の間、

２月は２回、３月は２回、年度が変わって４月は３回、

５月は２回開催いたしました。参加児童の数は２月－

３月が平均９．５名、４月－５月は平均１３名と増加の

傾向です。当初は女子児童が大半でしたが、徐々に男

子児童が増えてきて、１／３程度が男子児童となって

きました。

　寺子屋での学習状況を見てみると、開始から１時間

程度は集中して勉強していますが、それを過ぎると遊

びだす児童が出て来ました。そこで集中が切れてきた

時間に、パズル、ゲーム等を導入し、気分を変え、そ

の後、学習に戻るという方法を実施しています。（パ

ズル、ゲーム等は東京キワニス会員の方々にご自宅に

あったものをご提供いただきました。）

　また、３名から８名程度のボランティアの学生さん

に参加いただき、児童の勉強を支援していただいてお

ります。仲良く、楽しそうに勉強している児童の姿が

印象的です。

　地域の方々に作っていただいているアイデアたっぷ

りの昼食も児童の楽しみの一つです。最近では料理の

お手伝いをする児童も増えてきました。

　７月下旬から夏休みが始まります。２３日（月）、

２４日（火）、２５日（水）の３日間に夏休みの宿題、

自分の好きな勉強等をおこない、規則正しい生活習慣

を身に付けることで夏休みを有意義に過ごすことが出

来るように寺子屋を実施する予定です。また、子ども

達が喜ぶイベントも企画しています。

（事業企画副委員長　雲類鷲 孝）

寺子屋 in 妙法寺　2018/2月-5月の模様

2018 

キワニスドール・フェスティバル

日時 ： 2018年 7月 21日(土) 14:00～ (受付 13:30～) 

場所 ： 株式会社パソナグループ 会議室   

千代田区大手町 2-6-2 パソナグループ JOB HUB SQUAERE 

プログラム : 第 1部 トークセッション「ドールで紡ぐものがたり」 

亀田総合病院  聖路加国際病院 

  第 2部 キワニスドールづくり体験《終了後に交流会があります》 

定員  : 150名 

参加費 : 無料 

その他 : 参加者名を 6月 30日までに東京キワニスクラブ事務局宛 

お申込ください 

キワニスクラブとは？

世界三大国際奉仕団体の一つとして 1915年にデトロイトで設立され、 未来を担う子ども達のための活動をしています。 

「キワニス」とは、デトロイト周辺の先住民の言葉「皆一緒に集まる(NUN-Kee-Wan-is)」に由来しています。 

アクセス
東京駅 日本橋口

東京メトロ大手町駅 出口

東京メトロ日本橋駅 出口

主催     : 一般社団法人東京キワニスクラブ 

協賛      : 株式会社パソナグループ 

サッポロホールディングス株式会社 

お問い合わせ ： 東京キワニスクラブ事務局 03-5256-4567 

tokyokiwanis@japankiwanis.or.jp 

パソナグループ  

JOB HUB SQUAERE (日本ビル) 

是非ご参加ください こちらも  ご参加ください
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１２月２日（土）晴れ渡った朝、少し寒かったので

すが、身の引き締まる思いで妙法寺に到着しました。

子ども達が来てくれるだろうか、喜んでもらえるで

あろうか、期待半分、不安半分でした。まずは、楽し

んでもらえることを願って、寺子屋に参加しました。

「寺子屋 in 妙法寺」は土曜日の午前中、地域の小学

生が宿題やドリルをやったり本を読んだり、自由に

過ごす「居場所」です。お昼に軽食を出します。大

人は極力手を出さず、質問が有れば答え、あとは一

生徒になって一緒に自由に勉強するものです。

第１回の１２月２日は７人の児童が参加し、一安心

でした。その他、地域ボランティア３名、学生ボランティ

ア４名、キワニス会員８名が参加しました。

児童は各自、勉強道具を持参し、思い思いの勉強を

始めました。分からないところは、各テーブルにつ

いた学生ボランティアが担当、キワニス会員も漢字検

定の勉強を実施し、和やかな雰囲気で寺子屋は進め

られました。その間、キワニスのカメラ部が写真を撮

影。その写真はプレゼントされ、児童は大喜びでした。

お昼はオムライスとスープ。素材のチキンライスは

企業の災害用の備蓄を提供してもらったものです。

チキンライスに卵を焼いてオムライスにしてグレー

ドアップ。料理はキワニス会員が大奮闘でした。

　始まる前の不安は不要でした。参加した児童の楽

しそうな様子、関係された方々のご協力により、第

１回目の寺子屋は無事終わりました。

なお、恒例の「子ども食堂 in 妙法寺」は３月２７日

（火）を予定しています。

（事業企画副委員長  雲類鷲孝）

寺子屋in妙法寺に参加して　2017.12.2

１２月から再開した「寺子屋 in 妙法寺」。２日（土）、

１６（土）、２３日（祝）と１２月に３回実施し、

参加した児童の数は、７名、５名、１２名と徐々に

地域に浸透してきた様子です。

1 月最初の「寺子屋㏌妙法寺」を１月５日（金）に

開催しました。新しい年に向けてまた冬休みの宿題

もあろうかと、「書初め」が実施されました。参加

した児童は、地域の児童、養護学校の児童で２４名。

前回までよりも男子の割合が増えました。書初めと

いうことで、鈴木祐二会員の姪御さん、狩野省市会

員の奥様、ご友人、ボランティアの学生さんが指導

役として参加してくださいました。

低学年の児童が多く、最初は「硬筆習字」から、徐々

に「毛筆習字」に。当初は不慣れなためか、バラン

＿＿＿＿＿＿＿＿
寺子屋in妙法寺（新年  書初め）　2018.1.5
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昨 年 11 月 17 日 例 会 に て、「 第 6 回 キ ワ ニ ス 奉

仕 賞 」 授 賞 式 が 行 わ れ、「NPO 法 人 豊 島 子 ども

WAKUWAKU ネットワーク」に表彰状と副賞が授与

されました。

同団体は、平成 27 年開催の北池袋「キワニス子ど

も食堂」、翌 28 年春「キワニスかんたん子ども料理

教室 in としまえん」、同年 12 月東池袋「子ども食

堂でチャリティシンポ」など、当クラブ事業企画委

員会と共に子どもたちのためのイベントを開催。そ

の功績と協力に感謝するもの。K ファミリー委員会

の選考審査を経て、今回の受賞団体として決定致し

ました。

授賞式には、栗林知絵子理事長及び、「チャリティ

シンポ」で実行委員長を務めた中村翔さん（立教大

学 2 年）が出席。栗林理事長から「このような名誉

ある賞をいただき、私どもの団体にとって誠にあり

がたい」とのお礼の言葉をいただきました。

（社会公益委員長  都甲洋史）　　　　　　　　　　

キワニス奉仕賞

キワニスクラブの奉仕活動に参加、協力する団体、

学生サークルに対し、表彰しています。

スがうまく取れない様子であったが、集中して練習、

指導した結果、本人も驚くほどに進歩し、満足げな

児童の顔が印象的でした。

昼食は「お雑煮」。お寺で用意していただいた、醤

油仕立てで鶏肉、鳴門巻き、菜っ葉の入ったお雑煮。

お餅を焼いて、盛り付けを担当したのは、お寺の方、

地域の方、ボランティアの学生さん、キワニス会員。

お寺で用意された「寿、犬の絵の杯」に甘酒を入れ

11 月 22 日芦屋キワニスクラブの 10 周年記念チャ

リティーパーティに参加しました。芦屋クラブは、

会員数 22 名の比較的こじんまりしたクラブですが、

やることは大きく日本で初めての SLP であるサーク

ル K 芦屋を立ち上げた事でも知られています。会場

は JR 芦屋駅側のホテル竹園芦屋で、全国のキワニ

スクラブからも多くの会員がお祝いに駆けつけ、総

勢７０名を超える大変賑やかなイベントとなりまし

た。パーティでは、自閉症の理解促進のための「ラ

イトイットアップブルー」を主宰する活動 NPO 法

人あっとオーテムズ、腕に障害を持った子ども達に

僅かな筋肉の電気的信号を感知して動く筋電義手の

普及を目指す小児筋電義手バンクの活動が紹介さ

れ、両団体に会場での募金も含め寄付金が授与され

＿＿＿＿＿＿＿＿
キワニス奉仕賞受賞式　2017.11.217

第6回「キワニス奉仕賞」は、「NPO法人 豊島子どもWAKUWAKUネットワーク」に！

て乾杯し、児童とお迎えに来た保護者と一緒にいた

だきました。食欲旺盛で何杯もお代わりする児童も

多かったです。

「寺子屋 in 妙法寺」に参加している児童からの「毎回、

楽しみにしている」「また、来ます」の言葉が何よ

りもうれしい寺子屋でした。

（事業企画副委員長  雲類鷲孝）　　　　　　　　　　　　

＿＿＿＿＿＿＿＿
芦屋キワニスクラブ10周年記念チャリティーパーティに参加して　2017.11.22


